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近
頃
、
筆
者
は
『
医
籍
考
」
の
整
理
・
校
勘
を
行
っ
た
。
「
医

籍
考
」
に
お
け
る
「
四
庫
全
書
提
要
」
（
以
下
「
提
要
」
と
略
す
）

内
容
の
記
録
お
よ
び
考
証
に
つ
い
て
統
計
、
考
察
し
た
。
そ
の

結
果
を
報
告
し
よ
う
。

『
医
籍
考
」
が
「
提
要
」
の
医
学
と
関
連
の
一
九
五
条
内
容
を

ほ
ぼ
全
部
収
録
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
考
証
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
中
に
『
提
要
」
の
誤
り
が
一
八
条
あ
る
と
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
筆
者
は
こ
の
一
八
条
の
内
に
は
、
元
胤
の
誤
解
や
考

証
の
不
十
分
に
よ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

一
八
条
の
内
容
は
（
二
成
書
及
び
刊
刻
年
代
の
違
い
（
二
）

巻
数
の
異
同
（
三
）
書
名
及
び
著
者
の
混
乱
（
四
）
版
本
の
異

同
（
五
）
訶
意
の
訓
釈
の
誤
り
か
ら
な
る
。
例
を
と
し
て
挙
げ

14

『
医
籍
考
」
に
よ
る
『
四
庫
全
書
提
要
」

の
考
証

郭
秀
梅

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
・

北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部

て
み
よ
う
。

一
医
籍
考
」
巻
五
医
経
五
に
「
黄
帝
霊
枢
経
『
宋
志
」
九
巻
。

存
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
多
紀
氏
は
「
提
要
」
で
は
本

書
の
巻
数
の
整
合
に
関
す
る
論
述
が
間
違
っ
て
い
る
と
指
摘
し

て
い
る
。
要
点
を
ま
と
め
る
と
、
「
霊
枢
」
は
南
宋
時
代
の
史
堪

が
始
め
て
整
理
・
校
正
し
、
二
十
四
巻
本
に
し
た
。
こ
の
二
十

四
巻
本
は
二
五
五
年
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
元
時

代
に
な
っ
て
、
十
二
巻
本
の
『
霊
枢
」
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
同

時
代
の
医
学
者
の
呂
復
は
こ
の
十
二
巻
本
『
霊
枢
」
を
史
羅
に

よ
っ
て
南
宋
時
代
の
刊
行
し
れ
た
も
の
と
誤
解
し
た
。
「
提
要
」

で
は
元
代
に
十
二
巻
本
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
見
落
と
し
た

う
え
、
さ
ら
に
元
代
の
呂
復
が
、
明
代
に
も
刊
行
さ
れ
た
十
二

巻
本
の
著
者
熊
宗
立
の
影
響
を
受
け
た
と
い
う
誤
っ
た
記
述
が

し
て
い
る
た
め
に
、
後
世
の
瑚
笑
の
も
と
に
な
っ
た
。

多
紀
氏
は
文
政
元
年
に
、
元
代
の
至
元
五
年
刊
行
の
『
霊
枢
」

を
入
手
し
、
そ
の
題
に
「
元
作
二
十
四
巻
、
今
併
為
十
二
巻
、

計
八
十
一
篇
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
元
時
代
に
、
十
二
巻

本
の
「
霊
枢
」
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ

ブ
（
》
○
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「
医
籍
考
」
巻
十
本
草
二
に
「
重
修
政
和
経
史
証
類
備
用
本
草

三
十
巻
。
存
。
」
と
あ
る
。

『
提
要
」
に
は
、
元
代
の
大
徳
（
六
年
）
壬
寅
（
一
三
○
二
）

年
に
刊
行
し
た
『
大
観
本
草
」
に
「
本
草
桁
義
」
を
収
録
し
た

と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
多
紀
氏
が
家
蔵
す
る
大
徳
壬
寅

『
大
観
本
草
」
に
よ
る
と
、
そ
こ
に
『
本
草
桁
義
」
は
収
め
ら
れ

て
い
な
い
。
「
提
要
」
の
著
者
の
目
に
し
た
「
大
観
本
草
」
は
明

代
の
俗
刻
本
に
過
ぎ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
清
代
の
学
者

の
銭
大
斫
『
十
駕
斎
養
新
録
」
に
、
明
代
に
翻
刻
さ
れ
た
大
徳

壬
寅
本
『
大
観
本
草
」
を
挙
げ
て
、
大
徳
六
年
に
刊
記
を
印
し

て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
提
要
」
が
編
纂
さ
れ
た
時
期
、

「
大
観
本
草
」
は
中
国
本
土
に
散
供
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
推
測

さ
せ
る
。

ま
た
、
渋
江
全
善
ら
の
『
経
籍
訪
古
誌
」
に
よ
る
と
「
多
紀

氏
の
聿
修
堂
と
伊
沢
氏
の
酌
源
堂
は
元
代
大
徳
壬
寅
宗
文
書
院

刊
『
大
観
本
草
」
を
所
蔵
し
て
い
る
」
と
記
載
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
日
本
に
大
徳
壬
寅
「
大
観
本
草
」
が
存
在
し
て
い

た
の
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
世
界
的
に
貴
重
本
で
あ
る
。

『
医
籍
考
」
の
巻
四
十
三
の
方
論
二
十
一
の
「
王
氏
外
台
秘
要

方
「
新
唐
志
」
四
十
巻
。
存
。
」
の
項
で
、
『
外
台
秘
要
」
の
作

者
の
王
議
の
略
伝
に
つ
い
て
「
謙
の
母
に
疾
有
り
。
年
を
弥
り

て
帯
を
廃
せ
ず
、
視
し
て
、
湯
剤
を
紫
す
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

「
提
要
」
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
視
紫
」
の
二
字
の
意
味
は
よ

く
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
『
玉
海
」
（
南
宋
・
王
応
麟
）
の
引

用
文
も
同
じ
な
の
で
、
宋
本
で
す
で
に
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
ば
ら
く
、
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。
」

こ
れ
に
つ
い
て
、
元
胤
が
元
簡
の
弟
子
辻
本
樫
篭
の
注
釈
を

引
用
し
た
。
「
礼
記
」
曲
礼
に
「
葵
を
紫
す
る
こ
と
な
か
れ
」
と

い
う
句
が
あ
り
、
後
漢
の
鄭
玄
の
注
に
「
紫
は
調
え
る
こ
と
で

あ
る
」
、
唐
の
陸
徳
明
の
『
経
典
釈
文
」
に
は
「
紫
、
塩
梅
を
加

え
る
こ
と
」
と
あ
る
。
故
に
、
「
視
紫
」
と
は
「
調
理
」
と
解
釈

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
辻
本
濯
篭
の
解
釈
が
中
国
で
一
九
八
○
年

出
版
し
た
『
医
古
文
基
礎
」
に
採
用
さ
れ
た
。

『
医
籍
考
」
の
優
れ
た
成
果
は
「
提
要
」
が
絶
え
る
こ
と
な
く

完
全
な
目
録
と
な
る
た
め
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。


